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No. 26 (1981) 

二酸化炭素ガズ電極に対する pHおよび緩衝液の影響

鹿島 哲，河村倫子，加藤尚代

〔日本薬学会第101年会（1981年4月）で発表〕

〔目的〕 ガス感応型二酸化炭素ガス電極の特性を調べ，測定時における最適 pHとイオン強度

ならひ、に緩衝液の種類による影響などを測定し，至適条件を求める。

〔方法〕 水港液中の溶存二酸化炭素を測定するため， 25.0°Cのウォータージャケット付容器

にオリオン社製二酸化炭素ガス電極95-02型を挿入して，一定速度で試料液をゆっくりかきまぜ

ながら緩衝液で溶液の pHを酸性にして炭酸水素イオンを水和二酸化炭素に変えて測定し，オリ

オン社製デジタル pH/mVメーター 801A型およびプリンター 751型を用い， 30秒毎に起電力を

記録した。

〔結果〕 炭酸水素ナトリウム水溶液を標準液として用い，測定直前に酸性緩衝液を加えて溶液

を pH4.0～4. 7, μ=0.1に調整して，水溶液中のすべての炭酸水素塩と炭酸塩を水和二酸化炭

素に変換した。加えた酸性緩衝液は酢酸塩，クエン酸塩一塩酸， リン酸二水素ナトリウム， クエ

ン酸ーリン酸ー水素ナトリウムおよび酒石酸塩等を用いて測定を行し、， pHとイオン強度について

検討を行った。クエン酸ナトリウムー塩酸緩衝液を用いたとき，比較的再現性のよい備がえら！れ

た。イオン強度はできるだけ低い方が望ましいので，さらに検討したところ，酒石酸ナトリウム

ー酒石酸緩衝液で pH3. 5, μ=0. 05を用いたとき，測定濃度範囲 3×10-2～10-4M，起電力変化

52mV/pCで一層再現性のよい測定結果がえられた。共存イオンについては Ca(II), Mg (II）は

妨害しなかったが， NOa-, CH3COO－は水和二酸化炭素に対して等濃度以上を共存するとき，起

電力が低下して妨害を示した。

含水溶媒中における有機酸の電位差滴定に及ぼす有機溶媒の影響

鹿島 哲，大脇久子，谷原範子

〔日本薬学会第101年会（1981年4月）で発表〕

〔目的〕 含水溶媒中の有機溶媒に基づく有機酸の電位差滴定曲線の変化から酸塩基反応への有

機溶媒の影響について検討する。

〔方法〕 Metrohm社製 Titroprocessorに接続したガラス電極 EA109，銀・塩化銀電極 EA

427 （塩橋： 3M塩化リチウム 50v/v%エタノール溶液〉を試料溶液に挿入し， N2ガスを導

入撹持しながら 25.0°Cで O.IM水酸化ナトリウム溶液で滴定した。試料溶液は約 0.1mmol 

の有機酸の水・有機溶媒混合溶液（モル比1対 1）で，その採取には温度変化による体積変化に

伴なう秤量誤差をさけるため重量ビューレットを用いた。有機溶媒としてメタノール，エタノー

ル， 2－プロパノール及ひ、アセトンを用い，各合水溶媒の比誘電率及び酸塩基性などの中和反応へ

の影響を滴定曲線及び終点前後の電位変化JEに基づいて検討した。
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